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EF100mm f/2.8
各部の名称
●① 倍率目盛
●② 距離目盛
●③ 被写界深度目盛
●④  倍率目盛（ライフサイズコンバーターEF装着時、
EF50mm F2.5 のみ）

●⑤ 距離指標
●⑥ フォーカスリング
●⑦ フォーカスモードスイッチ
●⑧ レンズ取り付け指標
●⑨ 接点
●⑩  撮影距離範囲切り換えスイッチ
(EF1OOmm F2.8 マクロのみ )

キヤノン製品のお買い上げ誠にありがとうございます。
EF50mm F2.5 コンパクトマクロは、一般撮影から1/2 倍（0.5 
倍）までのマクロ撮影が可能なEOS カメラ用標準マクロレンズで
す。別売のライフサイズコンバーターEF を使用することにより、
等倍（1 倍）での撮影も可能になります。
またキヤノンEF100mm F2.8 マクロは、単体で等倍までのマク
ロ撮影が可能な中望遠マクロレンズです。

 安全上のご注意
1. レンズ、またはレンズを付けた一眼レフカメラで、太陽や強い
光源を直接見ないようにしてください。視力障害の原因となり
ます。

 特に、レンズ単体で直接太陽をのぞかないでください。失明の
原因になります。

2. レンズ、またはレンズを付けた一眼レフカメラを日光の下にレ
ンズキャップを付けないまま放置しないでください。太陽の光
が焦点を結び、火災の原因となることがあります。

 取り扱い上のご注意
レンズを寒いところから暖かいところに移すと、レンズの外部や
内部に水滴が付着（結露）することがあります。そのようなときは、
事前にレンズをビニール袋に入れて、周囲の温度になじませてか
ら、取り出してください。また、暖かいところから寒いところに
移すときも、同様にしてください。

1 レンズの着脱
レンズの着脱方法については、カメラの使用説明書を参照してくだ
さい。
＊ レンズを外したときは、接点やレンズ面を傷付けないように接
点を上にして置いてください。

＊ 接点に汚れ、傷、指紋などが付くと、接触不良や腐食の原因と
なることがあり、カメラやレンズが正確に作動しないことがあ
ります。

＊ 汚れや指紋などが付着した場合は、柔らかい布で接点を清掃し
てください。

＊ レンズを外したときは、ダストキャップを付けてください。取り
付けは、レンズ取り付け指標とダストキャップの○の指標をあ
わせて時計方向に回します。取り外しは、逆の手順で行います。

2. フォーカスモ一ドの設定
オートフォーカス（AF）で撮影するときは、フォーカスモードスイッ
チをAFにします。（図❸）
マニュアルフォーカス（MF）で撮影するときは、フォーカスモー
ドスイッチをMFにし、フォーカスリングを回します。
＊ AF作動中は、レンズの回転部分に触れないでください。
3. 撮影距離範囲の切り換え（EF100mm F2.8 マクロのみ）
FULL（フル）： 撮影距離範囲は0.31m（最短撮影距離）～無限遠

となります。一般的な撮影のときにご使用くださ
い。（図❹）

LIMIT（リミット）： 撮影距離範囲は0.31m（等倍）～0.57m（0.25
倍）となります。マクロ撮影のときにご使用
ください。

4. 近接撮影（マクロ撮影）
EF50mm F2.5 コンパクトマクロは最大0.5 倍、EF100mm 
F2.8 マクロは1 倍（等倍）までの近接撮影を行うことができます。
撮影距離は、被写体から撮像面までの距離です。
ピントの合わせ方には、構図を優先する撮影方法と、撮影倍率を優
先する方法があります。
［構図優先撮影］
ファインダーで構図を確認しながら、AF またはMFでピントを合
わせます。
［撮影倍率優先撮影］
⑴ レンズのフォーカスモードをMFにする
⑵ 撮影倍率を決める
  レンズの距離目盛を目安に、任意の撮影倍率までフォーカスリ
ングを回します。

⑶ ピントを合わせる
  ファインダーを見ながら、カメラ全体を前後して、ピントの合
う位置を見つけます。

⑷ ピントの微調整をする
 フォーカスリングを回して、ピントの微調整をします。
●  近接撮影では被写界深度が浅くなるため、ピント合わせは、
慎重に行ってください。

●  手ブレを防ぐために、三脚とリモートスイッチ（別売）の使
用をおすすめします。

● 被写界深度の確認は、カメラの被写界深度確認機能を利用し
てください。

マクロレンズ
EF50mm F2.5 コンパクトマクロ EF100mm F2.8 マクロ

使用説明書
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5. 露出の決め方
TTL 測光により撮影するときは、レンズを透過した光の量を測る
ため、露出補正の必要はありません。全ての撮影距離で、TTL 測
光により AE（自動露出）撮影ができます。任意の撮影モードを選
択し、シャッター速度、絞り数値を確認して撮影します。
単体露出計を使用して露出を決めるときは、次の露出倍数を加えて
撮影してください。
EF50mm F2.5 コンパクトマクロ単体の場合

撮影倍率 1:10 1:8 1:6 1:5 1:4 1:3 1:2.5 1:2
実効 FNo. 1.21 1.27 1.36 1.44 1.56 1.78 1.96 2.25

露出
倍率

（段）

1/2 段
表示

0 1/2 1

1/3 段
表示

0 2/3 1 1 1/3

ライフサイズコンバーター EF 装着時
撮影倍率 1:4 1:2 1:1.5 1:1.2 1:1
実効 FNo. 1.64 1.87 2.16 2.49 2.86

露出
倍率

（段）

1/2 段
表示

1/2 1 1 1/2

1/3 段
表示

2/3 1 1 1/3 1 2/3

EF100mm F2.8 マクロの場合
撮影倍率 1:4 1:3 1:2.5 1:2 1:1.5 1:1
実効 FNo. 1.44 1.61 1.76 1.99 2.41 3.38

露出
倍率

（段）

1/2 段
表示

1/2 1 1 1/2 2

1/3 段
表示

1/3 2/3 1 1 1/3 1 2/3

● 近接撮影の適正露出の決定には、被写体条件が大きく影響しま
す。同じ被写体に対し、できるだけ露出を変えて撮影しておく
ことをおすすめします。

● 近接撮影時の撮影モードは、被写界深度や露出の調整のしやすい
絞り優先 AE（Av）またはマニュアル露出（M）をおすすめします。

6. 被写界深度目盛
ピントを合わせた被写体の前後で鮮明に写る一定の範囲を被写界深
度といいます。被写界深度の範囲は距離目盛下部の被写界深度目盛
ではさまれた範囲となります。目盛上の数値はF 値を示しています。

（EF50mm F2.5 コンパクトマクロの場合（図❺））
＊ 被写界深度目盛はあくまでも目安です。
7. 赤外指標（EF50mm F2.5 コンパクトマクロのみ）
赤外指標は、白黒赤外フィルム使用時のピントを補正するための
マークです。MF でのピント調整後に、距離目盛を赤外指標の位置
までずらして撮影します。（図❻ - Ⓐ，Ⓑ）
＊ 赤外フィルムが使用できない EOS カメラがあります。お手持ち

の EOS カメラの使用説明書で確認してください。
8. フィルター
フィルターは、レンズ先端のフィルター取り付けネジ部に取り付け
てください。（図❼）
＊ フィルターは 1 枚のみ使用できます。
＊ 偏光フィルターはキヤノン円偏光フィルター（52mm）を使用

してください。

9. 主な仕様
EF50mm F2.5 EF100mm F2.8

焦点距離・明るさ 50mm F2.5 100mm F2.8
レンズ構成 8 群 9 枚 9 群 10 枚
画角 

（対角・垂直・水平）
46°・27°・40° 24°・14°・20°

撮影距離範囲 0.23m ～∞
0.31m ～∞
0.31 ～ 0.57m、0.57m ～
∞（リミッター時）

最大撮影倍率
0.5 倍 /1 倍（ライフサイ
ズコンバーター EF 装着時）

1 倍

フィルター径 52mm
寸法・質量 67.6 × 63mm・280g 75 × 105.3mm・650g

■  レンズの長さはマウント面からレンズ先端までの寸法です。 
キャップおよびダストキャップをつけたときの長さは表示寸法
+21.5mm（レンズキャップが E-52 の場合）／ +23.9mm（レ
ンズキャップが E-52 II の場合）になります。

■ 大きさ・質量は本体のみの値です。
■ 絞り値はカメラ側で設定します。
■ 記載データはすべて当社基準によります。
■ 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することがありま

す。
■ ケース、フードは機種により付属していない場合があります。
■ フィルターは別売です。

アフターサービスについて
1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛か

りはお客様にてご負担願います。
2. 本製品のアフターサービス期間は、製品製造打切り後 7 年間です。なお、

弊社の判断によりアフターサービスとして同一機種または同程度の仕様
製品への本体交換を実施させていただく場合があります。同程度の機種
との交換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけないことが
あります。

3. 修理品をご送付の場合は、撮影された画像を添付するなど、修理箇所を
明確にご指示のうえ、十分な梱包でお送りください。

キヤノン EF レンズホームページ

canon.jp/ef
キヤノンお客様相談センター

050-555-90002（直通）
受付時間〈平日〉9：00 ～ 20：00〈土 / 日 / 祝〉10：00 ～ 17：00

〈1/1 ～ 3 は休ませていただきます。〉
※ 海外からご利用の方、または 050 からはじまる IP 電話番号をご利用いた

だけない方は 03-3455-9353 をご利用ください。
※ 受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [419.528 595.276]
>> setpagedevice


